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接續用語及符號一覽表

用語、符號 代表意義 例　　示 說　　明
名 名　詞 国

くに

・電
でん

話
わ

い形 い形容詞的辭書形 やすい
例：「い形＋そうだ」

　　→やすいそうだ

去い い形容詞的語幹 やす
例：「去い＋そうだ」

　　→やすそうだ

な形 な形容詞的辭書形 元
げん

気
き

だ
例：「な形＋そうだ」

　　→元
げん

気
き

だそうだ

去な な形容詞的語幹 元
げん

気
き 例：「去な＋そうだ」

　　→元
げん

気
き

そうだ

動 Ⅰ Ⅰ群動詞 読
よ

む

動 Ⅱ Ⅱ群動詞 食
た

べる・起
お

きる

動 Ⅲ Ⅲ群動詞 する・来
く

る

する名
する動詞去除

「する」後的名詞形 散
さん

歩
ぽ

・運
うん

動
どう

動れる 動詞的可能形 読
よ

める・食
た

べられる

できる・来
こ

られる

動（よ）う 動詞的意向形 読
よ

もう・食
た

べよう

しよう・来
こ

ない

動ない 動詞的ない形 読
よ

まない・食
た

べない

しない・来
こ

ない

動（ない）
動詞的ない形去除

「ない」的形態 読
よ

ま・食
た

べ・し・来
こ

動（ます）
動詞的ます形去除

「ます」的形態 読
よ

み・食
た

べ・し・来
き

動る 動詞的辭書形 読
よ

む・食
た

べる・

する・来
く

る

動た 動詞的た形 読
よ

んだ・食
た

べた・

した・来
き

た

動て 動詞的て形
読
よ

んで・

食
た

べて・

して・来
き

て

動ば 動詞的ば形 読
よ

めば・食
た

べれば・

すれば・来
く

れば
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用語、符號 代表意義 例　　示 說　　明

動（ら）れる
動詞的被動形
（受身形）

読
よ

まれる・食
た

べられる

される・来
こ

られる

普 普通形

動
読
よ

む・読
よ

まない

読
よ

んだ・読
よ

まなかった

　普＋としても

　宝
たから

くじが当
あ

たったとして

　　も、家
いえ

を買
か

わない。（動）

　いくら生
せい

活
かつ

が苦
くる

しいとし

　　ても、負
ま

けずに頑
がん

張
ば

ろう。

　　（い形）

　たとえ暇
ひま

だとしても、あ

　　の男
おとこ

とデートしたくない。

　　（な形）

　たとえ、わたしはお金
かね

持
も

　　ちだとしても、金
かね

をむだ

　　づかいしない。（名だ）

い形
やすい・やすくない

やすかった・やすくなかった

な形

元
げん

気
き

だ（元
げん

気
き

である）

元
げん

気
き

ではない・元
げん

気
き

だった

元
げん

気
き

ではなかった

名だ

学
がく

生
せい

だ（学
がく

生
せい

である）

学
がく

生
せい

ではない

学
がく

生
せい

だった（学
がく

生
せい

であった）

学
がく

生
せい

ではなかった

連

連體修飾
型，又稱
「名詞修
飾句」

動
読
よ

む・読
よ

まない

読
よ

んだ・読
よ

まなかった
　連＋わりに

　よく勉
べん

強
きょう

しているわりに

　　は成
せい

績
せき

が上
あ

がらない。

　　（動）

　この店
みせ

の料
りょう

理
り

は高
たか

いわり

　　にはまずい。（い形）

　彼
かの

女
じょ

は有
ゆう

名
めい

なわりにはあ

　　まりきれいじゃない。

　　（な形）

　あの女
じょ

優
ゆう

は年
ねん

齢
れい

のわりに

　　は若
わか

く見
み

える。（名だ）

い形
やすい・やすくない

やすかった・やすくなかった

な形

元
げん

気
き

な（元
げん

気
き

である）

元
げん

気
き

ではない・元
げん

気
き

だった

元
げん

気
き

ではなかった

名だ

学
がく

生
せい

の（学
がく

生
せい

である）

学
がく

生
せい

ではない

学
がく

生
せい

だった（学
がく

生
せい

であった）

学
がく

生
せい

ではなかった

◎ 接續形態

〔 ／ 〕
表「～或者～」
之意

〔動る／名＋の〕＋たびに
表「動詞辭書形＋たびに」
或「名詞＋の＋たびに」

說明
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文　型 意　味　・　用　法

～こそ

   ～正是、～就是、～才是

◎　～＝名

　 　用以強調「こそ」前面的語詞。

　　 　另有相關句型如下：

　　　　 　「～こそあれ」，意思是「雖然～但

　　　　　　是…」（例 ～ ），例 是

　　　　　　表「是～而不是…」。

　　　　　　接續如下：

　　　　　　名＋がある　

　　　　　　　→　名＋こそあれ

　　　　　　名／な＋である　

　　　　　　　→　名／な＋でこそあれ

　　　　 　「～こそすれ」，表「只有～而沒有…」。

　　　　　　接續如下：

　　　　　　名＋する　→　名＋こそすれ

　　　　　　動　　　　→　動（ます）＋こそすれ

　　 　其他相關用法請參閱Ｎ３、Ｎ２第１章。

例　文

　 　孔
こう

子
し

こそ真
しん

の聖
せい

人
じん

だ ｡

　　 　私
わたくし

のほうこそ、大
たい

変
へん

失
しつ

礼
れい

致
いた

しました。

　 　１　程
てい

度
ど

の違
ちが

いこそあれ、台
たい

湾
わん

でも日
に

本
ほん

で

　　　　　　も夏
なつ

は暑
あつ

い。

第 １ 章第 １ 章 強強  調調
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　　　　 　彼
かの

女
じょ

は日
に

本
ほん

人
じん

でこそあれ、敬
けい

語
ご

が正
ただ

し

　　　　　　く使
つか

えない。

　　　　 　彼
かれ

は皆
みな

に親
しん

切
せつ

でこそあれ、それは決
けっ

し

　　　　　　て良
りょう

　心
しん

からしていることではない。

　　　　 　当
とう

店
てん

で扱
あつか

　っている商
しょう

　品
ひん

は全
すべ

てフランス

　　　　 　　から輸
ゆ

　入
にゅう

した本
ほん

物
もの

でこそあれ、偽
にせ

物
もの

な

　　　　　　どあるはずがございません。

　　 　１　元
もと

彼
かれ

には感
かん

謝
しゃ

こそすれ、恨
うら

んでなどい

　　　　　 　るはずがありません。

　　　　 　党
とう

内
ない

では、派
は

閥
ばつ

同
どう

士
し

で争
あらそ

いこそすれ、

　　　　　　真
しん

剣
けん

に国
こく

民
みん

の生
せい

活
かつ

を考
かんが

えている者
もの

など

　　　　　　いない。

～まで

   就連～（都）、甚至～

◎　 ～＝名

　「～まで」與「～さえ」的異同：

　　 　表「添加」，意思是「不只～甚至連…都」

　　　　時，用法和「～さえ」類似。

　　 　 　表「類推」、「強調」時，可與「～さえ」

　　　　　　互換，但語意稍有不同。

　　　　 　「～まで」通常不接否定，「～さえ」

　　　　　　可以。然而，隨著語言習慣的改變，會

　　　　　　話中使用否定的情況逐漸增加。

　　 　另有「する名＋までして」「動て＋まで」

　　　　的句型，譯為「甚至做到～地步」。此句型

　　　　的「まで」不可代換成「～さえ」。

　　 　其他相關用法請參閱 N ３、N ２第１章。
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例　文

　 　彼
かの

女
じょ

は手
て

先
さき

が器
き

用
よう

で、手
しゅ

芸
げい

や裁
さい

縫
ほう

はもとよ

　　　　り、家
か

電
でん

の修
しゅう

　理
り

〔まで／さえ〕こなせるん

　　　　です。

　　 　昨
さく

晩
ばん

突
とつ

然
ぜん

断
だん

水
すい

して、洗
せん

濯
たく

できないし、お風
ふ

　　　　呂
ろ

にも入れないし、トイレの水
みず

〔まで／さ

　　　　え〕流
なが

せなくなって、本
ほん

当
とう

に困
こま

った。

　 　犬
いぬ

〔まで／さえ〕、恩
おん

を知
し

っている。

　　 　マークさんは来
らい

日
にち

してもう３年
ねん

にもなるの

　　　　に、平
ひら

仮
が

名
な

〔×まで／さえ〕書けないとは

　　　　驚きだ。

　いろいろ欲
ほ

しいものはあるが、借
しゃっ

金
きん

〔までして

　　／してまで／×さえして／×してさえ〕買
か

いた

　　いとは思
おも

わない。

～さえ／

～すら

   連～都、甚至～

◎　～＝名／名＋助詞

　 　提出一個極端的事例，表「連～都這樣，其

　　　　他的就更不用說了」的意思。「～すら」是

　　　　書面用語，用法和「～さえ」相同。

　　 　「～さえ」和「～すら」前面都可以接助詞，

　　　　助詞位置請參閱 N ２第１章。

例　文

　 　陳
ちん

さんはかなりの日
に

本
ほん

通
つう

で、一
いっ

般
ぱん

の日
に

本
ほん

人
じん

　　　　〔さえ／すら〕知
し

らないようなことまで

　　　　知
し

っている。
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　　 　こんな簡
かん

単
たん

なこと〔さえ／すら〕知
し

らない

　　　　ようでは、社
しゃ

会
かい

人
じん

として到
とう

底
てい

やっていけま

　　　　い。

　 　その話
はなし

は親
おや

に〔さえ／すら〕まだ話
はな

してい

　　　　ない。

　　 　うちは家
か

庭
てい

のしつけが厳
きび

しくて、中
ちゅう

　高
こう

生
せい

の

　　　　頃
ころ

は、映
えい

画
が

館
かん

へ〔さえ／すら〕一
ひ と り

人では行
い

　　　　かせてもらえなかった。

～からする

   至少要～、至少值～以上

◎　～＝名

　 　表物品的價值很高，「～」通常是表金額的

　　　　語詞。

　　 　另有「～から＋なる」的句型，意思是

　　　　「由～構成」，用法和「～からする」不同，

　　　　請留意。

例　文

　 　この壺
つぼ

は中
ちゅう

国
ごく

から輸
ゆ

　入
にゅう

された骨
こっ

董
とう

品
ひん

で、

　　　　1000万
まん

円
えん

からする大
たい

変
へん

高
こう

価
か

なものだ。

　　 　この豪
ごう

邸
てい

は、きっと２億
おく

円
えん

からするだろう。

　被
ひ

災
さい

者
しゃ

の代
だい

表
ひょう

数
すう

名
めい

と弁
べん

護
ご

士
し

〔×からする／から

　　なる〕グループが、県
けん

　庁
ちょう

へ陳
ちん

　情
じょう

に訪
おとず

れた。

～からの／

～からある

   至少有～

◎　～＝名

　「～」通常是表「龐大數量」的語詞，如果表物

　　品的價值很高的話，一般是使用「～からする」。


